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― SENAC執筆要項 ― 
 
１．お寄せいただきたい投稿内容 
 サイバーサイエンスセンターでは、研究者・技術者・学生等の方々からの原稿を募集しております。 
以下の内容で募集しておりますので、皆さまのご投稿をお待ちしております。なお、一般投稿いただ
いた方には、謝礼として負担金の一部を免除いたします。 
 
・一般利用者の方々が関心をもたれる事項に関する論説 
・センターの計算機を利用して行った研究論文の概要 
・プログラミングの実例と解説  
・センターに対する意見、要望 
・利用者相互の情報交換 
 
２．執筆にあたってご注意いただく事項 
(1)原稿は横書きです。 
(2)術語以外は、「常用漢字」を用い、かなは「現代かなづかい」を用いるものとします。 
(3)学術あるいは技術に関する原稿の場合、200字～400字程度のアブストラクトをつけてください。 
(4)参考文献は通し番号を付し末尾に一括記載し、本文中の該当箇所に引用番号を記入ください。 
 ・雑誌：著者,タイトル,雑誌名,巻,号,ページ,発行年 
 ・書籍：著者,書名,ページ,発行所,発行年 
 
３．原稿の提出方法 
原稿のファイル形式は Wordを標準としますが、PDFでの提出も可能です。サイズ*は以下を参照し 
てください。ファイルは電子メールで提出してください。 
－Wordの場合－  
 ・用紙サイズ：A4 
 ・余白：上＝30mm 下＝25mm 左右＝25mm 綴じ代＝0 
 ・標準の文字数（45文字 47行）  
＜文字サイズ等の目安＞ 
 ・表題＝ゴシック体 14pt中央 ・副題＝明朝体 12pt中央 
 ・氏名＝明朝体 10.5pt中央 
 ・所属＝明朝体 10.5pt中央 
 ・本文＝明朝体 10.5pt 
 ・章・見出し番号＝ゴシック体 11pt～12pt 
  *余白サイズ、文字数、文字サイズは目安とお考えください。 
 
４．その他 
(1)執筆者には、希望により本誌（10部以内の希望部数）と本誌 PDF版を進呈します。 
 (2)一般投稿を頂いた方には謝礼として、負担金の一部を免除いたします。免除額は概ね 1ページ 
1万円を目安とします。詳細は共同利用支援係までお問い合わせください。 
 (3)投稿予定の原稿が 15ページを超す場合は共同利用支援係まで前もってご連絡ください。 
(4)初回の校正は、執筆者が行って、誤植の防止をはかるものとします。 
(5)原稿の提出先は次のとおりです。 
東北大学サイバーサイエンスセンター内 情報部情報基盤課共同利用支援係 
e-mail uketuke@cc.tohoku.ac.jp 
TEL    022-795-3406  
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 この号が発行されるころには、実はトライアル期間(10月中)が終了しているのですが、Wireless 
Broadband Alliance (WBA)の次世代ホットスポット(NGH)トライアルの一環「City Wi-Fi Roaming 
trial」に、昨年に引き続いて参加しました。このトライアルは、世界各地の都市のフリーWi-Fi
に Passpoint を導入し、携帯電話の SIMカードを用いた認証も可能とすることで、安全で利便性
の高い公衆無線 LANサービスを実現しようとするものです。私の研究室では、2017年 1月より「セ
キュア公衆無線 LAN ローミング研究会(NGHSIG)」を運営しており、そこに参加している通信事業
者の協力を得て、国内各所に NGH対応の基地局を設置し、グループとして WBAのトライアルに参
加したものです。 
海外の通信事業者と協働のトライアル期間が過ぎても、実は裏では、継続的なサービス基盤を
構築しようという動きがあります。NGHSIG では既に国内で継続的なサービスとして Cityroam を
展開しており、その成果を WBA等に報告しています。Cityroamの大きな特色の一つとして、学術
系の無線 LAN ローミング基盤である eduroamのサービスが統合されていることが挙げられます。
このため、eduroam 参加機関の利用者には、市街地の eduroam サービスの普及により、すぐにで
も恩恵があるはずです。(イラストは学生さんより提供) 
詳しくは、前号の No.3(7 月発行)の記事と、ウェブサイト https://nghsig.jp/ をご覧くだ
さい。 [後藤英昭] 
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サイバーサイエンスセンターに異動になり、早 3ヶ月となりました。 
例年に無い猛暑の夏も終わり、秋も深まりつつあり、月日の流れの速さを改めて痛感しており
ます。秋といえば、読書の秋、スポーツの秋、芸術の秋などいろいろありますが、自分にとって
はなんといっても食欲の秋です。秋刀魚やキノコなどの旬の食べ物が楽しみではありますが、最
近体のたるみが気になってきているので、ほどほどにしなければと思っているところです。 
サイバーサイエンスセンターのある青葉山キャンパス付近は自然豊かでこれから始まる紅葉も
きれいです。普段の運動不足も痛感していて、運動するにはいい季節なので、時々は付近の風景
を楽しみながら、散歩してみようかと思っております。[N.S] 
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情報部情報基盤課スタッフ異動のお知らせ 
 
2018.7.1付け 
 [転入等]  
 佐々木徳仁 会計係主任（理学部・理学研究科総務課数学専攻事務室主任から） 
[転出] 
 枝松 敬志 会計係員（財務部財務決算室財務決算第一係へ） 
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